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昭
和
二
十
四
年
に
発
足
し
た
新
制
大

学
は
、
旧
制
大
学
と
比
べ
て
ど
こ
に
で

も
あ
る
軽
い
存
在
な
の
で
「
駅
弁
大
学
」

と
陰
口
を
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
我
が
母
校
は
創
立
六
十
周
年

を
迎
え
て
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
て
か
ら
大

学
の
競
争
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
学
長
を
中
心
に
全
学
一
丸

と
な
っ
て
大
学
の
使
命
で
あ
る
、
教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
に
取
り
組
み
、
時
々

マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
が
、
着
実
に
成
果
を
揚
げ
て
お
り
ま

す
。
五
十
周
年
の
時
も
そ
う
で
し
た
が
、

今
回
の
六
十
周
年
記
念
事
業
も
全
国
的

に
注
目
を
集
め
る
よ
う
な
記
念
式
典
や

記
念
事
業
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
出
来
た
の
も
文
科

省
に
よ
る
大
学
の
高
い
実
績
に
対
す
る

予
算
配
分
や
同
窓
会
、
地
域
社
会
な
ど

の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
十
二
月
の
六
十
周
年
記
念
事
業
常
任

理
事
会
の
時
、
学
長
か
ら
驚
く
よ
う
な

資
料
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
受
験
生

向
け
の
大
学
情
報
サ
イ
ト
「
み
ん
な
の

大
学
事
典
」
（
多
く
の
異
な
る
視
点
か

ら
全
国
の
大
学
に
関
す
る
リ
ア
ル
な
情

報
を
発
信
）
で
、
こ
れ
に
ア
ク
セ
ス
し

た
ユ
ー
ザ
ー
数
を
毎
週
集
計
し
て
い
ま

す
が
、
な
ん
と
我
が
弘
前
大
学
が
第
一

位
、
第
二
位
東
京
大
学
と
な
っ
て
い
た

の
で
す
。
こ
れ
が
四
週
間
程
続
い
た
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
東
奥
日
報
に
『
一

位
早
稲
田
大
、
二
位
弘
前
大
、
三
位
東

京
大
』
と
の
記
事
で
『
以
来
二
カ
月
に

わ
た
っ
て
並
み
居
る
有
名
大
学
を
差
し

置
き
、
五
位
以
内
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
』

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
の
目
指
す

「
日
本
一
の
地
方
大
学
」
も
目
前
で
す
。

　
今
回
産
学
官
連
携
・
社
会
貢
献
拠
点

と
し
て
八
階
建
て
の
六
十
周
年
記
念
会

館
「
コ
ラ
ボ
弘
大
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
最
近
学
内
の
施
設
で
見
学
を
兼
ね

て
同
期
会
な
ど
の
会
合
も
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
教
育
学
部
は
改
築
に
入
り
ま

し
た
。
新
し
い
姿
が
楽
し
み
で
す
。

　
こ
の
度
の
六
十
周
年
記
念
事
業
の
御

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
今
年
の
学
生
の
就
職
状
況

を
ご
報
告
し
ま
す
。
今
年
は
特
に
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
学
生
諸
君
と
就
職
支

援
委
員
の
頑
張
り
、
同
窓
の
皆
様
の
ご

支
援
で
一
月
現
在
、
好
調
で
あ
っ
た
昨

年
と
比
較
し
て
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

就
職
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
教
員
以

外
の
公
務
員
の
合
格
者
数
が
増
加
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
次
に
、
主
な
項
目
を
ご
報
告
し
ま
す
。

①
校
舎
改
修

　
教
育
学
部
校
舎
の
改
修
の
第
一
期
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
三
月
ま
で
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。
第
一
期
は
講
義
室

の
改
修
が
主
で
す
が
教
室
の
設
備
も
充

実
し
ま
す
。
第
二
期
と
第
三
期
の
工
事

の
日
程
は
ま
だ
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が

順
調
に
進
む
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
教
員
養
成
学
セ
ン
タ
ー

　
全
国
初
の
「
教
員
養
成
学
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
」
の
時
限
設
置
の
最
終
年
と

な
り
ま
す
。
学
生
の
卒
後
支
援
を
含
む

新
セ
ン
タ
ー
の
設
置
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
継
続
の
予
算
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
は
、
学
部
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
「
教
員
養
成
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
の
開
発
・
実
施
・
効
果
検
証
・

改
善
を
通
じ
た
取
り
組
み
を
全
国
に
発

信
し
て
き
ま
し
た
。「
五
周
年
記
念
報
告

会
」
を
二
月
十
一
日
午
後
に
教
育
学
部

第
一
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

③
附
属
学
校
園

　
附
属
学
校
園
の
校
舎
の
整
備
が
進
み

ま
し
た
が
、
特
別
支
援
学
校
の
校
舎
改

修
が
大
き
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
そ
の
予
算
要
求
と
改
修

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
近
い
将
来
、
改
修
が
実
現
す
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
附
属
学
校
園
は
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
学
校
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
場
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
い
じ

め
を
な
く
す
る
こ
と
を
重
点
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
卒
業
し
て
も

附
属
学
校
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
学

校
に
し
た
い
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

④
教
育
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
青
森
県
に
お
け
る
教
育
力
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
ラ
ボ
・
バ
ス
を
用
い
た

教
育
実
践
―
」
は
次
年
度
も
三
一
　
〇

〇
〇
千
円
の
予
算
が
み
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
活
動
の
詳
細
は
教
育
学
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
実

習
等
大
変
な
一
年
で
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
若
い
優
秀
な
教
員
が
多
数
着
任

し
、
学
生
、
教
職
員
と
も
に
明
る
い
未

来
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
支
援
く
だ
さ
い
。新しい取り組み

活躍が期待されるラボバス

教
育
学
部
長
　
昆
　
　
正
　
博

教
育
学
部
の
一
年

弘
前
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
会
長
　
木
村
　
清
之
助

輝
け
る
母
校
に
エ
ー
ル
を

，
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
教
育
実
践
研
究
部

門
、
教
育
臨
床
研
究
部
門
、
地
域
連
携

部
門
か
ら
な
り
、
現
在
、
太
田
伸
也
セ

ン
タ
ー
長
の
下
、
五
名
の
専
任
教
員
、

二
名
の
兼
任
教
員
、
一
名
の
客
員
教
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
以
下
に
活
動
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

１
．

セ
ン
タ
ー
研
究
員

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
職
の
先
生
方

を
毎
年
「
セ
ン
タ
ー
研
究
員
」
と
し
て

受
け
入
れ
、
研
究
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

年
数
回
行
わ
れ
る
研
究
員
会
で
は
、
校

種
も
教
科
も
異
な
る
研
究
員
の
間
で
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
七
名
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ー
マ
で
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
内

一
名
は
千
葉
県
か
ら
）
。
深
め
た
い
テ

ー
マ
は
持
っ
て
い
て
も
、
多
忙
な
職
務

の
中
で
は
、
自
分
で
計
画
的
に
研
究
を

進
め
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
す
。
私
達
ス
タ
ッ
フ
が
、
研
究
を
ま

と
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

２
．

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
活
動

　
学
生
に
と
っ
て
、
学
校
外
で
子
ど
も

達
と
触
れ
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
や
市
と

連
携
し
、
今
年
度
は
以
下
の
活
動
に
五

十
六
名
の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

（１）
青
森
県
立
種
差
少
年
自
然
の
家
主
催

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
　
夏
」

（２）
む
つ
市
下
北
自
然
の
家
主
催
「
わ
ん

ぱ
く
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
」

（３）
む
つ
市
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館
主

催
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
入
門
マ
リ
ン

エ
コ
ロ
ジ
ー
体
験
」

（４）
地
域
の
公
立
小
学
校
お
よ
び
青
少
年

教
育
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
「
ふ
れ

あ
い
野
外
活
動
」

（５）
弘
前
市
学
校
適
応
指
導
教
室
と
の
連

携
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
支
援
活
動
」

３
．

地
域
連
携
活
動

　
本
学
が
主
催
す
る
「
教
員
の
た
め
の

実
力
養
成
講
座
」
の
他
、
弘
前
市
教
育

委
員
会
主
催
の
連
携
講
座
、
む
つ
市
教

育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
授
業
づ
く
り

講
座
」
等
の
研
修
講
座
に
お
け
る
連
携

の
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
．

心
理
臨
床
相
談
活
動

　
弘
前
大
学
は
臨
床
心
理
士
養
成
の
指

定
大
学
院
に
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

当
セ
ン
タ
ー
で
も
学
外
に
対
す
る
心
理

臨
床
相
談
活
動
（
年
間
一
〇
〇
件
以
上
）、

学
生
に
対
す
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
年

間
五
〇
回
以
上
）
な
ど
そ
の
一
端
を
担

っ
て
い
ま
す
。

５
．

教
材
・
教
具
の
開
発

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
先
生
方
と
一
緒

に
さ
ま
ざ
ま
な
教
材
・
教
具
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
渦
中
に
あ
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
状
況
を
学
校
間
で
共

有
す
る
「
か
ぜ
ね
っ
と
」
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
運
用
や
、
廃
校
に
な
る
学
校
の

校
歌
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
製
作
の
お
手
伝
い
、

ま
た
最
近
は
ラ
ボ
バ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
特
別
支
援
用
機
器
の
製
作
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
こ
こ
で
は
五
つ
の
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
同
窓
会
会

員
の
先
生
方
と
共
同
で
取
り
組
み
、
あ

る
い
は
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記

し
て
お
き
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
学
部
同
窓
会
副
会
長
　
佐
々
木
　
　
誠

更
な
る
発
展
に
向
け
て

セ
ン
タ
ー
専
任
教
員
　
小
　
山
　
智
　
史

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
の
活
動

　
先
般
、
同
窓
会
と
教
育
学
部
の
先
生

方
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
久
し
ぶ

り
に
大
学
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　
卒
業
し
て
か
ら
四
十
余
年
。
八
戸
在

住
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
近
は
足
が

遠
の
い
て
は
お
り
ま
す
が
、
お
蔭
様
で

こ
の
よ
う
な
同
窓
会
の
会
議
や
研
究
室

の
卒
論
発
表
会
な
ど
、
年
に
何
回
か
は

大
学
を
訪
ね
る
機
会
が
あ
り
、
弘
前
に

向
か
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
大
通
り
に
面

し
た
正
門
か
ら
一
歩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足

を
踏
み
入
れ
、
正
面
に
教
育
学
部
の
建

物
を
望
む
と
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
た

昔
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
懐
か
し
さ
と
共

に
心
の
昂
り
を
覚
え
ま
す
。

　
大
学
構
内
は
年
々
整
備
が
進
み
、
新

し
い
建
物
が
建
つ
な
ど
、
か
っ
て
学
生

と
し
て
過
ご
し
た
そ
の
当
時
と
は
大
き

く
変
っ
て
は
い
ま
す
が
、
教
育
学
部
の

校
舎
は
当
時
そ
の
ま
ま
で
、
正
門
か
ら

の
眺
め
に
は
今
も
昔
の
面
影
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
た
我
が
母
校

弘
前
大
学
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
文
理

学
部
、
教
育
学
部
、
医
学
部
の
三
学
部

で
開
学
し
て
お
り
、
当
時
の
教
育
学
部

は
弘
前
城
址
の
東
門
を
入
っ
た
場
所
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
校
舎
が
現
在
の
文

京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
の
は
昭
和

三
十
八
年
か
ら
で
、
新
築
工
事
の
進
行

に
伴
い
順
次
移
転
が
行
わ
れ
、
四
十
二

年
に
全
て
の
移
転
が
完
了
し
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
度
入
学
生
の
私
は
、

公
園
内
の
旧
校
舎
の
時
に
入
学
し
、
卒

業
は
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校
舎
で
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
旧
校
舎
・
新

校
舎
両
方
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
振

り
返
っ
て
思
う
に
、
私
達
は
教
育
学
部

が
成
長
発
展
す
る
時
の
、
大
き
な
節
目

の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
数
少
な
い

年
代
で
あ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
出
席
し
た
懇
談
会

の
学
部
説
明
の
中
で
、
教
育
学
部
校
舎

の
第
一
期
改
修
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
現
校
舎
を

三
期
に
分
割
し
て
の
改
修
工
事
で
、
第

三
期
の
予
算
請
求
は
平
成
二
十
三
年
度

の
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
学
部
の
歴
史

に
新
た
な
大
き
な
節
目
を
刻
む
こ
と
と

な
る
喜
ば
し
い
報
告
で
し
た
。

　
改
修
に
当
た
っ
て
は
、
講
座
ご
と
に

分
散
し
て
い
る
研
究
室
や
実
験
室
の
集

約
化
、
複
数
講
座
が
使
用
可
能
な
共
用

実
験
室
の
設
置
や
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
捻

出
、
「
教
職
実
践
演
習
」
に
対
応
可
能

な
共
通
演
習
室
の
設
置
な
ど
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
教
員
養
成
に
向
け
て
の
機

能
改
善
を
図
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の

早
期
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

　
学
部
で
は
法
人
化
に
伴
う
運
営
の
難

し
さ
や
、
少
子
化
に
よ
る
教
員
採
用
人

数
の
減
少
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

新
た
な
教
育
実
践
に
向
け
て
の
研
究
と

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
で
は
母
校
の
更
な
る
発
展
を

願
い
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

お 知 ら せ

教育学部旧校舎跡地記念樹
「八重紅枝垂桜」の標柱

　弘前公園・みどりの相談所前の
緑地内に「八重紅枝垂桜」を教育
学部旧校舎跡地記念として平成１３
年に植樹しました。その標柱が多
少腐食してきたので新しくしました。



あ す な ろ（３）第３１号 平成２２年３月５日

弘
前
大
学
教
育
学
部
・
同
窓
会
懇
談
会

平
成
二
十
一
年
度

　
十
二
月
二
日
（
水
）
午
後
四
時
よ
り

弘
前
大
学
五
十
周
年
記
念
会
館
会
議
室

に
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の
教
育
学
部

と
同
窓
会
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
学
部
か
ら
は
昆
学
部
長
始
め
、

教
官
・
職
員
十
七
名
が
、
同
窓
会
か
ら

は
木
村
会
長
以
下
十
七
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
担
当
の
先
生
方
か
ら
現
況
等
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
後
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

◎
教
育
学
部
の
現
況
に
つ
い
て

一
、
教
育
学
部
校
舎
改
修
状
況
に
つ

い
て

二
、
教
育
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
ト

に
つ
い
て
（
ラ
ボ
バ
ス
中
心
）

三
、
教
員
養
成
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の

活
動
状
況
に
つ
い
て

四
、
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
現
況

に
つ
い
て

五
、
就
職
状
況
に
つ
い
て

六
、
附
属
学
校
園
の
現
況
に
つ
い
て

七
、
そ
の
他

　
以
上
の
項
目
に
つ
い
て
、
昆
学
部
長
、

北
原
副
学
部
長
、
日
景
附
属
教
員
養
成

学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長
、
小
玉
大
学

院
教
育
学
研
究
科
運
営
委
員
長
の
各
先

生
方
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

◎
同
窓
会
か
ら
教
育
学
部
へ
の
要
望
・

質
問
に
つ
い
て

一
、
校
舎
改
築
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て

二
、
今
年
度
の
教
員
採
用
状
況
に
つ

い
て

三
、
教
員
養
成
学
の
研
究
開
発
の
状

況
に
つ
い
て

◎
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
の
内
容

　
弘
前
大
学
は
改
革
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
こ
と
を
中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
た
。

特
に
ラ
ボ
バ
ス
の
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
教
育
学

部
校
舎
の
改
修
が
認
め
ら
れ
三
期
に
わ

た
っ
て
工
事
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
卒
業
後
の
進
路
状
況
に
つ

い
て
は
教
員
以
外
に
も
拡
大
し
て
い
る

こ
と
、
県
内
の
採
用
状
況
が
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
首
都
圏
周
辺
へ
の
就
職
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
先
輩
に
よ
る
キ

ャ
リ
ア
懇
話
会
を
実
施
し
た
旨
、
報
告

が
あ
っ
た
。

　
そ
の
あ
と
ス
コ
ー
ラ
ム
（
生
協
食
堂
）

へ
移
動
し
懇
親
会
が
開
か
れ
、
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

中
　
野
　
博
　
之

「
算
数
数
学
教
育
の
現
状
と
課
題
」

　
戦
後
の
教
育
界
は
「
子
ど
も
中
心
の

教
育
観
」
と
「
教
科
中
心
の
教
育
観
」

と
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
算
数
数
学
は
「
子
ど
も
中
心

の
教
育
観
」
に
勢
い
が
あ
る
時
は
批
判

さ
れ
、
「
教
科
中
心
の
教
育
観
」
に
勢

い
が
あ
る
時
に
は
奨
励
さ
れ
る
と
い
う

存
在
で
あ
っ
た
。

　
例
え
ば
平
成
十
年
頃
、
教
育
界
で
は

「
『
教
科
中
心
の
教
育
観
』
か
ら
『
子

ど
も
中
心
の
教
育
観
』
へ
の
転
換
」
が

叫
ば
れ
た
。
当
時
は
子
ど
も
が
自
ら
課

題
を
設
定
し
自
ら
解
決
す
る
「
総
合
的

な
学
習
」
が
脚
光
を
浴
び
、
算
数
数
学

は
、
子
ど
も
が
設
定
す
る
課
題
よ
り
も

教
科
の
系
統
性
か
ら
見
た
課
題
が
重
視

さ
れ
る
も
の
と
し
て
批
判
の
的
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
二
年
現
在
、

「
子
ど
も
中
心
の
教
育
観
」
は
学
力
低

下
の
原
因
と
批
判
さ
れ
、
算
数
数
学
は

奨
励
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
批
判
さ
れ
た
り
奨
励
さ
れ
た
り
す
る

算
数
数
学
で
あ
る
が
、
算
数
数
学
教
育

界
の
中
で
も
、
様
々
な
意
見
の
対
立
が

あ
る
。
今
日
見
ら
れ
る
対
立
の
一
つ
に
、

「
知
識
技
能
の
定
着
」
を
中
心
と
す
る

考
え
方
と
「
数
学
的
な
考
え
方
の
育
成
」

を
中
心
と
す
る
考
え
方
と
の
対
立
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
繰
り
返
し
の
ド
リ
ル
練

習
を
重
視
し
、
子
ど
も
計
算
技
能
や
知

識
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
教
育
観
と
、

子
ど
も
の
考
え
る
時
間
を
保
障
し
子
ど

も
の
思
考
力
を
育
て
よ
う
と
す
る
教
育

観
と
の
対
立
で
あ
る
、
し
か
し
、
ド
リ

ル
練
習
だ
け
が
知
識
技
能
を
定
着
さ
せ

て
い
く
方
法
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
考

力
の
育
成
を
目
指
し
た
授
業
に
お
い
て
、

子
ど
も
が
既
習
事
項
を
活
用
す
る
こ
と

も
知
識
技
能
の
定
着
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
逆
に
思
考
力
の
育
成
を
目
指
し
た

授
業
は
子
ど
も
に
知
識
技
能
が
あ
る
程

度
定
着
し
て
い
な
け
れ
ば
、
何
も
進
ま

な
い
。
つ
ま
り
、
「
知
識
技
能
」
を
中

心
と
す
る
教
育
観
と
「
数
学
的
な
考
え

方
」
を
中
心
と
す
る
教
育
観
は
算
数
数

学
学
習
の
中
で
は
対
立
す
る
も
の
で
は

な
く
、
お
互
い
に
支
え
合
う
も
の
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
習
指
導
計
画
を

立
案
す
る
際
に
は
子
ど
も
の
実
態
に
即

し
て
知
識
技
能
の
定
着
を
図
る
学
習
と

思
考
力
を
重
視
し
た
学
習
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
当
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
教
師
に
は
授
業
の
手
法
を

適
切
に
選
択
で
き
る
能
力
も
必
要
と
さ

れ
る
。
数
多
く
の
教
育
情
報
誌
が
出
版

さ
れ
て
い
る
今
日
、
算
数
数
学
の
授
業

に
つ
い
て
様
々
な
手
法
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
手
法
は
、
算
数
数
学

の
あ
る
一
面
の
能
力
を
育
て
る
こ
と
に

は
適
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
一
面
で
あ
り
、
算
数
数
学
で
育

て
る
べ
き
能
力
の
全
て
を
満
足
さ
せ
る

こ
と
は
、
一
つ
の
授
業
手
法
だ
け
で
は

無
理
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。
授

業
の
手
法
は
、
目
標
と
内
容
、
そ
し
て
、

子
ど
も
の
実
態
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
し

た
が
っ
て
、
教
師
に
は
目
標
、
内
容
、

子
ど
も
、
に
よ
っ
て
臨
機
応
変
に
授
業

手
法
を
変
え
ら
れ
る
柔
軟
さ
が
何
よ
り

必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
算
数
数
学
の
授
業
を
行

う
教
師
に
は
流
行
に
流
さ
れ
な
い
信
念

と
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
及
び
柔
軟
さ
が
必

要
と
さ
れ
る
。
審
理
を
追
求
し
、
教
師

と
し
て
生
涯
研
修
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
材
を
一
人
で
も
多
く
弘
前
大
学

教
育
学
部
か
ら
輩
出
し
た
い
と
考
え
、

微
力
な
が
ら
、
日
々
、
大
学
で
の
教
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。



名
誉
会
長
　
　
昆
　
　
正
博
（
学
部
長
）

顧
　
　
問
　
　
斎
藤
　
善
三
（
弘
前
市
）

会
　
　
長
　
　
木
村
清
之
助
（
弘
前
市
）

副

会

長
　
　
奈
良
　
年
永
（
青
森
市
）

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
誠
（
八
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
相
馬
　
正
栄
（
平
川
市
）

　
　
　
　
　
　
工
藤
　
睦
男
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
三
浦
　
則
孝
（
つ
が
る
市
）

会
計
監
査
　
　
太
田
　
耕
正
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
工
藤
　
光
男
（
弘
前
市
）

支
　
部
　
長

１．

弘
前
・
中
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
笹
森
　
義
男
（
弘
前
市
）

２．

黒
石
・
平
川
・
南
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
横
山
　
岩
雄
（
小
和
森
小
）

３．

五
所
川
原
・
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
田
中
　
高
志
（
毘
沙
門
小
）

４．

つ
が
る
・
西
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
内
山
　
博
文
（
森
田
小
）

５．

青
森
・
東
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
奈
良
　
年
永
（
青
森
市
）

６．

八
戸
・
三
戸
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
澤
田
　
明
久
（
八
戸
市
）

７．

三
沢
・
十
和
田
・
上
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
廣
野
　
雅
美
（
野
辺
地
町
）

８．

む
つ
・
下
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
宮
木
　
正
信
（
下
北
教
育
事
務
所
）

９．

弘
前
大
学
教
育
学
部
支
部

　
　
　
　
　
　
鎌
田
耕
太
郎
（
教
育
学
部
）

１０．

そ
の
他
の
地
区
支
部

評
　
議
　
員

１．

弘
前
・
中
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
赤
石
　
和
夫
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
高
岡
　
　
實
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
弘
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
阿
部
　
哲
夫
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
松
田
千
代
治
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
岡
元
　
淳
一
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
學
（
弘
前
市
）

２．

黒
石
・
平
川
・
南
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
秋
田
　
　
豊
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
奥
崎
　
　
進
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
栗
林
　
欽
一
（
平
川
市
）

　
　
　
　
　
　
花
田
　
幸
三
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
中
畑
　
利
文
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
立
花
　
茂
樹
（
弘
前
東
小
）

　
　
　
　
　
　
稲
葉
　
正
樹
（
平
川
市
教
委
）

　
　
　
　
　
　
山
内
　
孝
行
（
上
十
川
小
）

３．

五
所
川
原
・
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
中
野
　
雄
臣
（
松
島
小
）

４．

つ
が
る
・
西
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
屋
敷
　
政
勝
（
つ
が
る
市
）

　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
光
正
（
弘
前
市
）

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
範
　
（
舞
戸
小
）

　
　
　
　
　
　
野
崎
　
正
人
（
つ
が
る
市
）

　
　
　
　
　
　
木
村
　
道
浩
（
森
田
小
）

　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
修
一
（
繁
田
小
）

５．

青
森
・
東
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
吉
田
　
秀
一
（
青
森
市
）

　
　
　
　
　
　
西
舘
　
暁
子
（
青
森
市
）

　
　
　
　
　
　
須
藤
　
　
努
（
青
森
市
）

　
　
　
　
　
　
相
沢
　
正
雄
（
青
森
市
）

６．

八
戸
・
三
戸
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
信
夫
（
八
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
正
栄
（
三
戸
郡
）

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
俊
男
（
田
子
中
）

　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
官
一
（
石
鉢
小
）

　
　
　
　
　
　
千
葉
　
力
久
（
北
稜
中
）

　
　
　
　
　
　
簗
瀬
眞
知
雄
（
柏
崎
小
）

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
修
（
長
者
小
）

　
　
　
　
　
　
乙
山
　
廣
政
（
白

小
）

７．

三
沢
・
十
和
田
・
上
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
岩
田
　
繁
雄
（
十
和
田
市
）

　
　
　
　
　
　
梅
田
　
真
規
（
六
戸
町
）

　
　
　
　
　
　
山
村
　
義
一
（
三
沢
市
）

　
　
　
　
　
　
永
瀬
　
俊
明
（
十
和
田
市
）

　
　
　
　
　
　
馬
場
せ
つ
子
（
三
沢
市
）

　
　
　
　
　
　
川
村
　
　
正
（
三
沢
市
）

　
　
　
　
　
　
福
沢
　
周
治
（
木
ノ
下
中
）

　
　
　
　
　
　
樋
口
　
博
昭
（
六
戸
小
）

８．

む
つ
・
下
北
郡
支
部

　
　
　
　
　
　
工
藤
　
　
魏
（
む
つ
市
）

　
　
　
　
　
　
太
田
久
美
子
（
正
津
川
小
）

９．

弘
前
大
学
教
育
学
部
支
部

　
　
　
　
　
　
村
山
　
正
明
（
教
育
学
部
）

　
　
　
　
　
　
平
岡
　
恭
一
（
教
育
学
部
）

　
　
　
　
　
　
小
林
　
央
美
（
教
育
学
部
）

　
　
　
　
　
　
村
上
　
和
博
（
附
属
小
）

　
　
　
　
　
　
野
呂
　
徳
治
（
実
践
セ
ン
タ
ー
）

１０．

そ
の
他
の
地
区
支
部

　
　
常
任
委
員

　
　
　
　
　
　
葛
西
　
恒
雄
（
弘
前
市
）

あ す な ろ 第３１号（４）平成２２年３月５日

　
平
成
二
十
一
年
度
の
定
時
総
会
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時

よ
り
、
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
二
十
一
名
が
出
席

し
、
花
田
幸
三
氏
（
弘
前
市
）
を
議
長
に
選
出
し
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
は
、
平
成
二
十
年
度
の
決
算
報
告
や
平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
審
議
等
の

他
、
会
報
の
配
達
や
連
絡
方
法
等
、
会
費
の
納
入
が
か
な
り
低
い
の
で
い
か
に
す
べ
き

か
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
後
、
同
じ
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
、
昆
学
部
長
、
太
田
事
務
長
を
お
迎
え
し

懇
親
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

２０．　３．
　同窓会費納入依頼

２０．　５．３０
　会計監査

２０．　６．１４
　平成２０年度総会

２０．　６．２１
　採用試験の援助活動

　（模擬面接）

２１．　２．２１
　同窓会・教育学部懇談会

２１．　３．　７
　会報「あすなろ３０号」
　発行

２１．　３．２４
　弘前大学卒業式・祝賀会

平
成
二
十
一
年
度
　
弘
前
大
学
教
育
学
部
同
窓
会

平
成
二
十
一
年
度
　
弘
前
大
学
教
育
学
部
同
窓
会

庶 務 報 告

事　業　計　画

１．同窓会費納入依頼

２．会計監査

３．平成２１年度総会

４．同窓会・教育学部懇談会

５．会報「あすなろ３１号」発行

６．弘前大学卒業式・祝賀会

７．そ　の　他

平成２０年度決算
○収入の部

会　　　　費

繰　　越　　金

繰　　入　　金

雑　　収　　入

計

２０年度予算 ２０年度決算 備　　　　考

1,270,400
33,968
800,000
100

2,104,468

1,238,960
33,968
800,000
57,881

2,130,809

みち銀定期預金から

利子その他（総会会費・祝儀）

○収入の部

会　　　　費

繰　　越　　金

繰　　入　　金

雑　　収　　入

計

２０年度予算 ２１年度予算 備　　　　考

1,270,400
33,968
800,000
100

2,104,468

968,680
65,014
850,000
500

1,884,194

６１人×１５，８８０円

青銀定期預金から

利息他

総　　会　　費

評　議　会　費

支 部 活 動 費

通　　信　　費

就 職 対 策 費

教育開発活性化経費

特別対策経費

社会教育主事講習経費

事　務　経　費

会 報 印 刷 費

全学同窓会費

事　務　局　費

雑　　　　　費

計

２０年度予算 ２１年度予算 備　　　　考

130,000
18,000
360,000
15,000
350,000
250,000
200,000
100,000
100,000
220,500
192,000
60,000
108,968
2,104,468

130,000
18,000
360,000
30,000
300,000
200,000
150,000

50,000
220,500
192,000
80,000
153,694
1,884,194

総会

旅費を含む

４０，０００×９支部

全学同窓会会報等郵送通信費　

他就職活動補助

教育フェスティバル支援経費

県教委との連絡協議会・県小中学校長との連絡協議会

事務用品・通信費　

あすなろ３１号

２４０人×０．８×１，０００円

会長会議諸費・事務局活動費

学部との懇談・卒業祝金・記念碑費

総　　会　　費

評　議　会　費

支 部 活 動 費

通　　信　　費

就 職 対 策 費

教育開発活性化経費

特 別 対 策 費

社会教育主事講習経費

事　務　経　費

会 報 印 刷 費

全学同窓会費

事　務　局　費

雑　　　　　費

計

２０年度予算 ２０年度決算 備　　　　考

120,000
16,000
360,000
8,190

350,000
250,000
200,000
100,000
100,000
220,500
192,000
60,000
89,105

2,065,795

130,000
18,000
360,000
15,000
350,000
250,000
200,000
100,000
100,000
220,500
192,000
60,000
108,968
2,104,468

総会

旅費を含む

４０，０００×９

全学同窓会・会報郵送代　

他就職活動補助

教育フェスティバル支援経費

県教委との連絡協議会・県小中学校長との連絡協議会

当番大学としての講習運営経費

事務用品・通信費　

あすなろ３０号

２４０×０．８×１，０００

会長会議諸費

学部との懇談・卒業祝い金 他

○支出の部

○支出の部

（２０．４．１～２１．３．３１）

平成２１年度予算
（２１．４．１～２２．３．３１）

平
成
二
十
一
年
度
役
員

定

時

総

会

報

告

定

時

総

会

報

告

2,130,809－2,065,795＝65,017　残額65,017円は次年度へ繰り越し

特別会計基金

《みちのく銀行関係》

７，３９８，７１１＋２９，０４７＝７，４２１，９５０円

７，４２１，９５０－８００，０００＝６，６２１，９５０円
　　（平成２０年度予算へ）

《青森銀行関係》

６，８４２，４６３＋１９，２１２＝６，８６１，６７５円

平成２１年度予算へ８５０，０００円を繰り入れ予定




